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推進協議会　第2回専門部会

入院中の精神障害者の地域生活への移行に係る成果目標の考え方

国の基本指針 都の目標

○　入院後３か月時点の退院率
　　　６４％以上

　６４％以上
　○　都の現状（平成2７年6月末時点）
　　　　入院後３か月時点の退院率：　54.4％
　　　　　※東京都調べ

○　入院後１年時点の退院率
　　　９１％以上

　９１％以上
　○　都の現状（平成27年6月末時点）
　　　　入院後１年時点の退院率：　87.5％
　　　　　※東京都調べ

○　長期在院者数（入院期間1年以上）
　　　平成24年6月末時点から１８％以上減少

　９，６４３人
　○　都の現状（平成27年6月末時点）
　　　　長期在院者数：10,937人
　　　　　※東京都調べ

国の基本指針 都の考え方（案）

○　入院後３か月時点の退院率
　　　６９％以上 　○　入院後３か月時点の退院率　６９％以上

○　入院後６か月時点の退院率
　　　８４％以上

　○　入院後６か月時点の退院率　８４％以上

○　入院後１年時点の退院率
　　　９０％以上

　○　入院後１年時点の退院率　９０％以上

○　長期在院者数（入院期間1年以上）
　　 国が提示する推計式を用いて１年以上
　　 長期入院患者数（65歳以上、65歳未満）
　　 の目標値を設定

　○　将来の入院需要を推計し、政策効果を
　差し引いて、入院需要の目標値を設定

・　平成32年度入院需要推計　13,916人

・　政策効果分　　　　2,461人～3,304人

・　目標値は次の範囲内で、関係機関とも
　調整の上、設定
　　　　　　　　　計　11,455人～10,612人
　　　（うち65歳以上　7,295人～6,810人）
　　　（うち65歳未満　4,160人～3,802人）

第４期
障害福祉計画
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（参考）国が提示する算式による一年以上長期入院患者数の算定

１ ３２年度ベースの入院見込み(人口変動による自然増) を算出

    ２６年度入院受療率(患者調査) × ３２年度推計人口

   （一年以上、性別・年齢区分別）  （性別・年齢別）

２ 政策等効果係数を以下の範囲で定める

  α（アルファ） 継続治療が必要な人の割合  ８０％～８５％

  β（ベータ） 治療薬の普及等効果勘案 ９５％～９６％の３乗÷０．９５

  γ（ガンマ） 認知症施策の高度化勘案  ９７％～９８％の３乗

３ 目標値の算出

・認知症以外の患者自然増見込み×α×β （６５歳以上と未満で算出）

・認知症の患者×γ           （６５歳以上と未満で算出）

Ａ 入院患者が最少になる場合

   (参考)
    政策効果による減少分  13,916 － 10,612 ＝ 3,304
     うち係数αにかかる部分 10,964×(1－0.8) = 2,193

Ｂ 入院患者が最大になる場合

  (参考)
    政策効果による減少分    13,916 － 11,455 ＝ 2,461

  うち係数αにかかる部分 10,964×(1－0.85) = 1,645            

認知症以外 認知症 計

６５歳以上 ５，８１２ ２，８６４ ８，６７６

６５歳未満 ５，１５２   ８８ ５，２４０

  計 １０，９６４ ２，９５２ １３，９１６

認知症以外 認知症 計 政策等効果分

６５歳以上 ４，１９６ ２，６１４ ６，８１０ １，８６６

６５歳未満 ３，７２１     ８１ ３，８０２ １，４３８

  計 ７，９１７ ２，６９５ １０，６１２ ３，３０４

認知症以外 認知症 計 政策等効果分

６５歳以上 ４，６００ ２，６９５ ７，２９５ １，３８１

６５歳未満 ４，０７７   ８３ ４，１６０ １，０８０

  計 ８，６７７ ２，７７８ １１，４５５  ２，４６１

(参考)２６年度患者調査・一年以上入院数

（住所地ベース） 12,888 人


